
２
月
21
日
、
市
議
会
本
会
議
で

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表

質
問
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
共
産

党
市
議
団
を
代
表
し
て
並
木
と
し

え
市
議
団
長
が
質
問
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

《
災
害
に
対
す
る
備
え
》

●
能
登
半
島
地
震
か
ら
２
カ
月
。

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
被
害
に

復
旧
復
興
の
見
通
し
は
見
え
て
こ

な
い
。
地
理
的
な
条
件
は
違
う
が
、

教
訓
に
学
び
、
市
の
防
災
計
画
の

総
点
検
を
行
い
、
必
要
な
見
直
し

を
す
べ
き
。

《
新
庁
舎
に
つ
い
て
》

●
案
内
が
わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
、

市
民
か
ら
改
善
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
く
使
い

や
す
く
改
善
を
。
ま
た
、
職
員
に

と
っ
て
は
働
き
や
す
い
職
場
と
な

る
よ
う
工
夫
を
。

《
春
バ
ス
第
４
次
運
行
》

●
６
ル
ー
ト
か
ら
３
ル
ー
ト
に
縮

小
と
な
り
、
交
通
不
便
地
域
が
広

が
っ
て
い
る
。
移
動
手
段
の
確
保

は
人
権
に
か
か
わ
る
。
交
通
不
便

地
域
へ
の
対
応
と
し
て
「
デ
マ
ン

ド
交
通
」
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

《
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
》

●
「
こ
ど
も
計
画
」
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
最
大
限

保
障
す
る
も
の
に
。
ま
た
、
本
気

で
子
育
て
を
支
援
し
、
若
い
世
代

が
住
み
た
い
ま
ち
に
な
る
た
め
に

学
校
給
食
費
無
償
化
を
。

《
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
》

●
高
齢
者
が
地
域
で
ふ
れ
あ
い
、

交
流
す
る
た
め
に
身
近
な
と
こ
ろ

に
「
い
こ
い
の
場
」
の
増
設
・
充

実
を
は
か
り
、
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
の
実
施
を

《
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
》

●
「
学
校
施
設
の
適
正
化
」
を
進

め
る
意
向
だ
が
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
は
公
共
施
設
の
削

減
、
縮
小
を
目
的
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
減
少
を
理
由
に
安
易
な

統
廃
合
を
行
う
べ
き
で
は
な
く
、

子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
慎
重
な
対
応
を
。

《
自
治
体
Ｄ
Ｘ
》

●
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
便
利
と
危
険

が
隣
り
合
わ
せ
。
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
べ
き
。
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市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問

給
食
費
無
償
化
、
補
聴
器
購
入
の
補
助
実
施
を

市
防
災
計
画
の

総
点
検
・
見
直
し
を

公
共
交
通
に
デ
マ
ン
ド

導
入
の
検
討
を

市
長
の
主
な
答
弁

・
防
災
計
画
は
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
踏
ま
え
見
直
し
て
い
る

・
春
バ
ス
は
市
民
の
利
便
性
向
上

に
努
め
る
。
デ
マ
ン
ド
に
つ
い
て

は
課
題
が
多
い
と
認
識
し
て
い
る

・
給
食
費
無
償
化
は
財
源
が
確
保

で
き
た
と
こ
ろ
で
取
り
組
み
た
い

・
高
齢
者
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
健

康
体
操
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
補
聴
器
補
助
は
実
施
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

・
学
校
施
設
の
適
正
化
は
子
ど
も

の
学
ぶ
環
境
を
最
優
先
に
学
級
数

や
老
朽
化
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

・
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
化
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
利
便
性
向
上
、

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
。



「
春
日
部
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
」
が
提
案
さ
れ
、
大

野
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
改
正
は
、
認
定
審
査
会

委
員
を
50
名
か
ら
60
名
に
す
る

こ
と
と
第
９
期
介
護
保
険
料
の

提
案
で
し
た
。

第
９
期
介
護
保
険
料
は
、
段

階
を
11
段
階
か
ら
15
段
階
と
し

て
、
低
所
得
者
の
引
き
上
げ
幅

を
抑
え
た
と
の
提
案
で
し
た
が
、

基
準
額
第
５
段
階
（
世
帯
に
課

税
者
は
い
る
が
本
人
非
課
税
）

で
年
額
７
５
６
０
０
円
、
月
額

６
３
０
０
円
で
９
０
０
円
の
値

上
げ
で
す
。
（
段
階
別
の
保
険

料
左
記
参
照
）

大
野
議
員
は
年
収
等
で
80
万

を
少
し
超
え
る
非
課
税
の
方
に

年
額
１
０
８
０
０
円
の
増
額
は

重
い
負
担
と
の
認
識
は
な
い
か
。
」

と
質
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
部
長
は
「
サ
ー
ビ

ス
を
実
績
ベ
ー
ス
で
精
査
し
、

基
金
も
活
用
し
て
試
算
し
ま
し

た
が
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
料
を

考
え
、
や
む
お
え
ず
値
上
げ
し

ま
し
た
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
滞
納
者
１
１

４
６
人
の
う
ち
第
５
段
階
ま
で

の
方
は
、
７
３
２
人
で
全
体
の

約
64
％
で
す
。
低
所
得
者
に
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
野
議
員
は
、
せ
め
て
非
課

税
者
だ
け
で
も
値
上
げ
し
な
い

こ
と
を
求
め
、
非
課
税
の
方
を

値
上
げ
し
な
い
と
し
た
ら
財
源

は
ど
の
く
ら
い
必
要
に
な
る
か

を
問
い
ま
し
た
。
（
右
記
参
照
）

合
計
で
、
約
２
億
７
５
０
０
万

円
で
し
た
。

大
野
議
員
は
「
第
９
期
に
お

い
て
、
２
億
３
０
０
０
万
円
の

基
金
を
残
し
て
い
ま
す
。
国
か

ら
今
後
介
護
報
酬
の
改
定
等
あ

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
基
金
を

残
し
て
ほ
し
い
と
の
指
導
は
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
暮
ら
し
守
る
の
が
市
の
仕
事

で
す
。
基
金
と
一
般
財
源
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
、
非
課
税
者
の

保
険
料
を
値
上
げ
し
な
い
決
断

を
す
る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

3/ 3(日)（内科系）東都春日部病院 大畑652-7 ℡739-2000,（小児科系）安達医院
栄町3-287 ℡761-6398 （外科系）東都春日部病院 大畑652-7 ℡739-2000

3/10(日)（内科系）わかば診療所 小渕1593 ℡753-3530（小児科系）豊春内科小児科

上蛭田681 ℡760-2300（外科系）内牧クリニック 内牧3149 ℡755-2118

非
課
税
者
に
年
額
１
０
８

０
０
円
の
増
額
は
適
正
か

第
９
期
介
護
保
険
料
、
第
５
段
階
（
基
準
額
）

月
額
６
３
０
０
円
で
９
０
０
円
の
値
上
げ

第９期介護保険料（年額）

段階 第８期 第９期 引き上げ額

第１段階 19440円 21540円 2100円

第２段階 25920円 29100円 3180円

第３段階 42120円 48000円 5880円

第４段階 58320円 68040円 9720円

第５段階 64800円 75600円 10800円

第６段階 77760円 90720円 12960円

第７段階 84200円 98280円 14940円

第８段階 113400円 １6200円

第９段階 110160円 128520円 18360円

第10段階 116640円 143640円 27000円

第11段階 123120円 158760円 35640円

第12段階 173880円 50760円

第13段階 181440円 58320円

第14段階 189000円 65880円

第15段階 196560円 73440円

＜値上げをしないために

必要な財源＞

第１段階 約２５２５万円

第２段階 約１８１０万円

第３段階 約３０４５万円

第４段階 約９４６３万円

第５段階 約１億

６４９万円

合計 約２億7500万円

せ
め
て
非
課
税
者
は
値
上

げ
を
す
る
べ
き
で
は
な
い


